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平成２２年度科学研究費補助金（特別推進研究、基盤研究、挑戦的萌芽研究、

若手研究（Ｓ・Ａ・Ｂ））の公募について（通知）

このことについて、別添「平成２２年度科学研究費補助金公募要領（特別推進研究、基

盤研究、挑戦的萌芽研究、若手研究（Ｓ・Ａ・Ｂ））」（以下「公募要領」という。）に

より公募します。

ついては、貴職より関係者に周知するとともに、貴研究機関において、応募者がいる場

合には、公募要領「Ⅴ 研究機関の方へ」の内容に従い、応募に係る手続き等必要な事務

を行ってください。

なお、平成２２年度科学研究費補助金に応募する研究機関または平成２２年度に科学研

究費補助金の継続課題がある研究機関は、「研究機関における公的研究費の管理・監査の

ガイドラインに基づく体制整備等の実施状況報告書」を、平成２１年１１月１０日（火）

までに府省共通研究開発管理システム（ｅ－Rad）を使用して提出してください（後日、

提出方法等について、文部科学省科学技術・学術政策局調査調整課より詳細を通知予

定。）。報告書の提出がない場合には、当該研究機関に所属する研究者の応募が認められ

ませんので、ご留意願います。

また、今回の公募要領における前年度からの主な変更点等について別紙のとおりまとめ

ましたので、貴職より関係者に周知してください。

（本件担当）
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平成２２年度公募における主な変更点 

 

「公募要領」について  
 

 １．「若手研究（Ｓ・Ａ・Ｂ）」について、「研究計画最終年度前年度応募」を導入しました。（9頁） 

     若手研究から基盤研究への研究計画の移行が円滑に図られるように、「重複応募制限」を緩和し、若
手研究（Ｓ・Ａ・Ｂ）に「研究計画最終年度前年度応募」を導入しました。 

 

 ２．「若手研究（Ｓ・Ａ・Ｂ）」について、「受給回数制限」を導入しました。（9頁） 

        若手研究（Ｓ・Ａ・Ｂ）を通じて受給回数を２回までとする回数制限を導入しました。なお、平成

２５年度公募までの間、経過措置を設けています。 

 

  ３．「若手研究（スタートアップ）」の名称と応募資格者を変更する予定です。（9頁） 

   （注）詳細については、平成２２年２月に通知を予定している公募要領を確認してください。 

 

 ４．「系・分野・分科・細目表」を一部変更しました。（28 頁） 

「科学研究費補助金における生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）への支援の在り方について（審

議のまとめ）」（平成 21 年 1 月 30 日科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会）

をもとに、科学研究費補助金審査部会において審議が行われ、生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）

に関連する分科、細目の一部変更が決定されました。 

 

      ５． 重複制限についての説明を充実しました。（12 頁） 

なお、「特別推進研究の研究分担者又は挑戦的萌芽研究の研究代表者」と「新学術領域研究（研究課

題提案型）」の研究分担者との関係、及び「新学術領域研究（研究領域提案型）」の領域代表者（「総

括班」の研究代表者）の一部について、「重複制限」の取扱いを変更しました。 

 

     ６．「日本学術振興会科学研究費補助金事業電子申請システム」へのアクセスに「府省共通研究開発管理

システム（e-Rad）」を活用することになりました。（11 頁） 

 

           ７． 競争的資金の適正な執行に関する説明を充実しました。（3頁） 

 

 

「研究計画調書」について 
 

１．研究計画調書において、「研究目的」「研究計画・方法」欄に「概要」欄を新設（「基盤研究」「挑戦的

萌芽研究」「若手研究」） 

     審査委員が、「研究目的」「研究計画・方法」を端的に把握できるように、「概要」について簡潔に記

述する欄を設けました。 

 

２．研究計画調書「研究業績」欄の記入について（「基盤研究」） 

  研究代表者、研究分担者、連携研究者が発表した論文について「研究業績」欄に記入する発表論文

の著者名等の表示方法を次のとおり変更しました。（従来までは、研究代表者、研究分担者、連携研究

者の表示方法を同一の方法（下線を付す）としていました。） 

「研究代表者（二重下線）」・「研究分担者（一重下線）」・「連携研究者（点線）」 

 

３．研究費の応募・受入等の状況・エフォート欄の記入について（「基盤研究」「挑戦的萌芽研究」「若手

研究」） 

   本人が自ら受け入れて使用する研究費と、本人が研究代表者である場合の当該研究課題の研究費の

記入方法を変更しました。 




